
◆ 請願・陳情

◆ 表 決 結 果 ※意見が分かれた案件については、電子表決システムを使って記名投票を行っています。
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諮 問 第 1 号
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諮 問 第 3 号
決議案第1号★
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建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業
建 設 産 業

－
－
－
－
－
－
－
－

議決結果

承 認

可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
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可 決
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可 決
可 決
可 決
可 決
可 決
異 議 が な い
異 議 が な い
異 議 が な い
可 決

議　　　　案　　　　名
　

令和５年度勝山市一般会計予算
令和５年度勝山市国民健康保険特別会計予算
令和５年度勝山市後期高齢者医療特別会計予算
令和５年度勝山市介護保険特別会計予算
令和５年度勝山市育英資金特別会計予算
令和５年度勝山市下水道事業特別会計予算
令和５年度勝山市農業集落排水事業特別会計予算
令和５年度勝山市水道事業会計予算
令和５年度勝山市市有林造成事業特別会計予算
令和４年度勝山市一般会計補正予算（第８号）
令和４年度勝山市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和４年度勝山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和４年度勝山市介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和４年度勝山市育英資金特別会計補正予算（第１号）
令和４年度勝山市下水道事業特別会計補正予算（第５号）
令和４年度勝山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
令和４年度勝山市水道事業会計補正予算（第５号）
令和４年度勝山市市有林造成事業特別会計補正予算（第２号）
個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
勝山市表彰条例の全部改正について
勝山市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について
北谷地区活性化及び各地区の特色ある地域づくり基金条例の廃止について
大野・勝山地区広域行政事務組合規約の一部変更について
勝山市ふるさとルネッサンス基金条例の廃止について
勝山市税条例の一部改正について
勝山市国民健康保険条例の一部改正について
勝山市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について
勝山市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について
こども課設置に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
勝山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
勝山市交通遺児年金支給条例の廃止について
勝山市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
勝山市立中学校建設基本設計等業務プロポーザル審査会条例の制定について
勝山市地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例の制定について
財産の取得について
損害賠償の額を定めることについて
勝山市ジオターミナルの設置及び管理に関する条例の廃止について 
財産の処分について
勝山市教育委員会教育長の任命について
勝山市教育委員会委員の任命について
勝山市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について
勝山市議会委員会条例の一部改正について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
久保幸治議員に規律を正すことを求める決議

受理番号
陳 情 第 9 号
陳 情 第 1 0 号
陳 情 第 1 1 号
陳 情 第 1 2 号
陳 情 第 1 3 号

付託委員会
総 務 文 教 厚 生
総 務 文 教 厚 生
総 務 文 教 厚 生
総 務 文 教 厚 生
総 務 文 教 厚 生

議決結果
不 採 択
不 採 択
不 採 択
不 採 択
不 採 択

要　　　　　　　　旨
中学校を高校のグラウンドに建設する計画を凍結し､中学校のあり方の再検討を求める陳情書
中学校を高校のグラウンドに建設する計画を凍結し､中学校のあり方の再検討を求める陳情書
中学校を高校のグランドに建設する計画を凍結し､中学校のあり方の再検討を求める陳情書
公立幼稚園および公立保育園の存続を求める陳情書
公立幼稚園および公立保育園の存続を求める陳情書
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5
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○
○
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○
○
○
○
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○
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○
○
○
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○
○
○
○
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○
○
○
○
○
○
×
×
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○
○
○
○
○
○
○
○
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○
○
○
×
×
×
○
○
○
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○
○
○
×
×
×
○
○
○
○

×
○
○
×
×
×
○
×
×
○

○
○
○
×
×
×
○
○
○
○

○
○
○
×
×
×
○
○
○
○

○
○
○
×
×
×
○
○
○
○

○
○
○
×
×
×
○
○
○
○

○
○
○
×
×
×
○
○
○
○

×
×
×
○
○
○
×
×
×
×

×
×
×
○
○
○
×
×
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※趣旨採択とすることの賛否をはかり（※1）、否決となったため、原案の賛否（※2）をはかりました。
○＝賛成、×＝反対、不＝不在、除＝除斥、議長＝議長職（通常は採決に加わらない）

一般質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

　
　
推
計
で
は
、
勝
山
市
の
人
口

は 

30
年
後
の
２
０
４
０
年
に
は

１
万
６
７
７
９
人
ま
で
減
少
す
る

と
し
て
い
る
。
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
問
題
対
応
と
し
て
、
市

民
が
便
利
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
中
心
の
企
画
や
政
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
①
ま
ち
か
ら
、
そ
の
地
域
の
保

育
園
幼
稚
園
が
な
く
な
れ
ば
、
人

は
子
育
て
に
不
便
で
暮
ら
し
に
く

い
場
所
か
ら
、
良
い
暮
ら
し
環
境

を
求
め
て
出
て
い
く
。

　
子
育
て
を
す
る
保
護
者
や
家

族
、
当
事
者
の
子
供
た
ち
の
利
便

性
を
伴
っ
た
教
育
環
境
を
守
り
、

ま
ち
か
ら
子
供
や
家
族
が
転
出
し

て
子
供
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
た
と
え
人
数
が
少

な
く
て
も
、
現
存
す
る
保
育
園
や

幼
稚
園
は
存
続
さ
せ
る
べ
き
。

　
②
ま
ち
づ
く
り
、
市
民
の
暮
ら

し
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、

学
校
が
な
く
な
る
こ
と
で
の
バ
ス

通
学
の
時
間
の
ロ
ス
、
送
迎
の
時

間
的
・
経
費
的
な
負
担
増
な
ど
、

保
護
者
に
と
っ
て
現
状
の
利
便
性

は
失
わ
れ
、
暮
ら
し
に
く
い
生
活

と
な
る
。

　
２
回
目
の
署
名
が
集
ま
り
、
保

護
者
の
利
便
性
の
不
安
を
含
め
た

保
護
者
な
ど
、
今
回
の
計
画
の
再

考
を
願
う
７
０
０
０
人
に
近
い
署

名
が
集
ま
っ
て
い
る
と
聞
く
。
多

く
の
市
民
の
声
は
ご
存
じ
だ
と
思

う
が
、
再
編
の
歩
み
を
止
め
、
再

考
を
願
う
市
民
と
の
対
話
を
再
開

す
る
気
持
ち
は
な
い
か
。

　
　
①
公
立
保
育
園
と
幼
稚
園
が

廃
園
に
な
っ
て
も
、
市
内
の
私
立

保
育
施
設
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
園

児
数
は
、
保
育
施
設
へ
の
入
園
希

望
の
園
児
数
よ
り
多
い
見
込
み
。

　
４
月
か
ら
新
た
に
教
育
委
員
会

に
設
置
す
る
「
こ
ど
も
課
」
が
主

体
と
な
り
、
公
立
保
育
園
や
幼
稚

園
と
同
様
に
認
定
こ
ど
も
園
や
保

育
園
と
の
連
携
や
研
修
、
小
学
校

と
の
相
互
連
携
強
化
な
ど
も
包
括

的
に
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
く
入
園
希
望
の
乳
幼
児
を
全
て

受
け
入
れ
ら
れ
る
施
設
及
び
定
員

数
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　
②
再
編
計
画
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
は
大
切
に
し
た
い
。

　
中
学
校
再
編
は
、
今
後
も
少
子

化
の
進
行
が
見
込
ま
れ
る
勝
山
市

に
お
い
て
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
教
育
環
境
を
提
供
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
と
の
観
点

で
進
め
て
い
る
も
の
。

　
よ
り
よ
い
教
育
の
実
現
に
向
け

て
、
今
後
も
ご
意
見
を
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
質
問
に

入
る
前
に
、
現
状
を
確
認
す
る
。

・
厚
労
省
に
報
告
さ
れ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
死
亡
事

例
は
１
９
６
３
件
、
医
療
機
関
か

ら
報
告
さ
れ
た
重
篤
事
例
は
計
８

３
３
３
件
。
（
接
種
開
始
日
２
０

２
１
年
２
月
17
日
〜
２
０
２
２
年

12
月
18
日
の
１
年
10
か
月
間
の
報

告
数
）

・
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度

の
認
定
者
数
は
、
２
０
２
３
年
２

月
10
日
時
点
で
受
理
件
数
６
２
１

９
件
、
認
定
件
数
１
６
２
２
件
で

あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は

救
済
制
度
開
始
か
ら
過
去
最
多
の

被
害
認
定
件
数
を
出
し
て
い
る
ワ

ク
チ
ン
で
あ
る
。

・
人
口
動
態
統
計
の
死
亡
者
数
に

つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た

２
０
２
０
年
は
、
ま
だ
ワ
ク
チ
ン

等
は
な
か
っ
た
が
、
前
年
よ
り
超

過
死
亡
者
数
が
約
９
０
０
０
人
減

少
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
２
０
２
１

年
は
死
者
数
が
戦
後
最
多
に
な

り
、
２
０
２
２
年
に
な
る
と
21
年

を
上
回
る
13
万
人
も
の
死
亡
者
数

と
な
っ
て
戦
後
最
多
を
更
新
。
理

由
は
不
明
。

　
こ
の
状
況
で
日
本
も
や
っ
と
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
後

遺
症
の
実
態
調
査
に
向
け
て
動
き

出
し
た
。
今
は
一
部
の
医
療
機
関

に
お
け
る
実
態
調
査
だ
が
、
今
後

の
進
展
状
況
を
把
握
し
、
勝
山
市

で
も
〝
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
に
何
か
症
状
が
出
た
場
合
は

相
談
し
て
ほ
し
い
〞
と
市
民
に
お

知
ら
せ
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
体
の
異

常
を
感
じ
た
と
き
に
は
、
接
種
時

に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
、
接
種
し
た
医
療
機

関
や
か
か
り
つ
け
医
、
健
康
体
育

課
窓
口
等
が
相
談
先
で
あ
る
と
知

ら
せ
て
い
る
。

　
副
反
応
に
関
す
る
研
究
が
進

み
、
内
容
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、

そ
の
結
果
や
相
談
先
等
に
つ
い
て

適
切
な
広
報
に
努
め
て
い
く
。

　
　
広
報
し
て
き
た
副
反
応
以
外

の
症
状
も
被
害
認
定
さ
れ
て
い
る

実
態
が
あ
る
。
そ
れ
ら
症
状
と
実

態
も
含
め
た
周
知
が
必
要
で
あ

り
、
既
存
の
広
報
で
は
情
報
不
足

に
よ
り
当
人
の
自
覚
や
相
談
に
繋

が
り
に
く
い
。
例
え
ば
、
ワ
ク
チ

ン
被
害
者
遺
族
の
会
「
繋
ぐ
会
」

や
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
後
遺
症

患
者
の
会
、
全
国
有
志
医
師
の
会

な
ど
で
は
、
学
会
で
報
告
さ
れ
た

症
状
等
を
公
開
し
て
い
る
。
市
民

の
救
済
漏
れ
に
繋
が
ら
な
い
よ
う

尽
く
す
こ
と
が
、
行
政
の
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
だ
と
考
え
る
。

● 市民の暮らしと街づくりについて

その他の質問
・国民健康保険基金について

● 雪押し場情報の更新について
● 新型コロナワクチン後遺症への対応について

その他の質問
・マスク着脱について

「議案第９４号　勝山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について」の訂正の件
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